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実施主体名　：　川崎町鳥獣被害防止対策協議会

１　事業効果の発現状況

２　被害防止計画の目標達成状況

　平成23年度からハード事業により、ワイヤーメッシュ柵等を導入した。また、平成23年度にイノシシ用箱ワナを23基、平成24年度には設立した田川南部協議会で22基購入しており、
24年度は大幅に捕獲頭数が増加したことから被害金額、被害面積ともに大幅に減少した。この他、先進地視察や放置野菜の処理指導などを行い、被害防除の意識の向上に努めて
いる。

鳥獣被害防止総合支援事業の評価報告（平成２４年度報告）

　購入したワナでの捕獲活動の強化及び侵入防止柵の設置により、今まで被害にあっていた箇所からの被害報告が大幅に減少し、被害防止計画の目標を達成することができた。昨
年と比べ、設置していない箇所の被害報告はそれほど増加していないので、ワナ及び防止柵は適切な場所に設置できていると思われる。川崎町全域でのイノシシ・シカの捕獲頭数も
大幅に増え、被害減少の大きな要因と言える。

３　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

事業実施主体名

（協議会名）

川崎町 H21
イノシシ
シカ
アライグマ

箱ワナ購入27基

イノシシの箱ワナ18基、シカくくりワナ6基アライグマ箱ワナ3基
購入。ワナ猟免許事前講習会を行いワナ捕獲員1名を補充し
た。また、使用済みのり網の斡旋を行った。その結果、平成19
年度を大きく上回る成果が出た。

川崎町 H22
イノシシ
シカ
アライグマ

箱ワナ購入21基
くくりワナ購入６基

イノシシの箱ワナ18基、シカくくりワナ6基アライグマ箱ワナ3基
購入。ワナ猟免許事前講習会を行いワナ捕獲員2名を補充し
た。また、使用済みのり網の斡旋、被害防除先進地の視察を
行い放置野菜の処理指導を行った。その結果、前年度より捕
獲数は増えたが被害額が増加した。川崎町鳥獣被害

利用率・
稼働率

供用開始

使用積みノリ網の斡旋・被害当事者のワナ銃免許取得
指導・被害防除講演会の開催・免許取得者へのワナの
貸出・放置野菜の処理指導

使用積みノリ網の斡旋・被害当事者のワナ銃免許取得
指導・被害防除講演会の開催・免許取得者へのワナの
貸出・放置野菜の処理指導・被害防除先進地視察 川崎町鳥

獣被害防

事業内容対象鳥獣対象地域 実施年度 事業効果事業量 管理主体

獲数は増えたが被害額が増加した。

川崎町 H23
イノシシ
シカ
アライグマ

箱ワナ購入23基
くくりワナ購入4基
侵入防止柵
L=7,088m

H24.3月 100%

イノシシの箱ワナ23基、囲いワナ4基購入。ワナ猟免許事前講
習会を行い、使用済みのり網による被害防止に加え、23年度
から侵入防止柵を整備した。侵入防止柵を設置した地域につ
いては、今後、被害低減の効果が期待できる。

川崎町 H24
イノシシ
シカ
アライグマ

侵入防止柵
　L=15,540m

H25.1～2月 100%

昨年度の侵入防止柵の設置に加え、購入したワナを効果的に
使用したことにより捕獲頭数が大幅に増加したため、被害金
額･被害面積共に大幅に減少した。24年度は、昨年の2倍以
上の侵入防止柵の施工を行うと共に、使用済みのり網の斡旋
を行ったため、今後は更に被害低減効果が期待できる。

目標値（A) 実績値（B) 達成率(注４) 目標値（A) 実績値（B) 達成率(注４)
ｲﾉｼｼ　　　4,265 861 286% 6.4 0.75 302%
ｼｶ　　　　　3,862 1,660 233% 4.6 0.23 319%

使用積みノリ網の斡旋・被害当事者へのワナ猟・銃猟
免許取得指導・免許取得者へのワナの貸出・ワナ捕獲
設置研修会・解体技術研修会・獣肉利活用料理研修
会・放置野菜の処理指導・侵入防止柵の設置

事業実施主体の評価

川崎町鳥獣被害
防止対策協議会

イノシシ、シカ、アライグマの被害金額、被害面積ともに、目標値を大きく上回っており、被害防止効果がしっかり出ていると思われる。今後の

被害防止計画の目標と実績
被害面積（ha）

使用積みノリ網の斡旋・被害当事者へのワナ猟・銃猟
免許取得指導・免許取得者へのワナの貸出・ワナ捕獲
技術研修会・解体技術研修会・獣肉利活用料理研修
会・放置野菜の処理指導・侵入防止柵の設置

被害金額（千円）

獣被害防
止対策協

議会

ｼｶ　　　　　3,862 1,660 233% 4.6 0.23 319%
ｱﾗｲｸﾞﾏ　　　293 0 - 0.1 0.00 -

合計   　  8,420 2,521 269% 11.1 0.98 311%

　
氏　　　名 所属名、役職等

福岡県森林林業
技術センター　研
究部長

４　第三者の意見

コメント

池田　浩一

イノシシ、シカについては、捕獲および侵入防止柵設置、放置野菜の処理指導が被害減少に結びついており、バランス良く対策が講じられたと判断されます。今後は、侵入防止柵の維持管理を進める、これま
で被害の少なかった地域での迅速な被害動向の把握と被害防止柵の設置など、きめ細かい対策も必要でしょう。また、新規の狩猟者育成など長期的な視点からの取り組みにも期待します。
　アライグマについては目撃や特徴のある痕跡の情報把握に努められ、早期捕獲に取り組んでいただきたい。

イノシシ、シカ、アライグマの被害金額、被害面積ともに、目標値を大きく上回っており、被害防止効果がしっかり出ていると思われる。今後の
一番の課題としては、金網などの侵入防止柵の維持管理をしっかりすることが必要であると考える。


